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光親和性プローブ候補化合物の簡便合成のためのアジド基置換アリールトリフル
オロメチルジアジリジンの開発
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光親和性標識法は、光反応性官能基を有するプローブ分⼦を⽤いて、医薬品などの
⽣物活性化合物の結合タンパク質および結合部位を特定する⼿法の⼀つである 1,2)。今
回我々は、光親和性標識プローブ候補化合物の簡便合成を可能にする⼿法の開発を⽬
指し、アジド基を有するアリールトリフルオロメチルジアジリンを２種類合成すると
ともに、これらが種々のクリック反応に効率的に利⽤できることを明らかにした 3)。ま
た、これらのビルディングブロックを⽤いていくつかの⽣物活性化合物の光親和性標
識プローブ候補化合物を合成した。モデル基質とのクリック反応により得られた⽣成
物は良好な光反応性を⽰したことから、今後、本⼿法を利⽤した光親和性標識プロー
ブの開発が期待できる。 
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